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・平成28年度隠岐広域連合決算の概要

・隠岐広域連合の人事行政の運営等　　　
の状況

・議会報告

・消防、病院の活動の様子

・新規採用職員の紹介

　11月9日に防火パレードを開催し、近隣保育園を巡り啓発活動を行いました。

総人口
男
女
世帯数

20,324人
9,879人
10,445人
10,282戸

秋の火災予防運動（原田認定こども園幼年消防クラブ）
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隠岐広域連合決算の概要 1

入院収益 
14億6,759万円
36%

外来収益
12億1,856万円
29%

その他
4億2,387万円
10%

構成団体負担金
10億2,774万円
25%

歳入
（病院事業）

41億3,776万円

　

隠
岐
病
院
は
、
医
療
従
事
者
確
保
対
策
の

た
め
に
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
た
院
内
保
育

所
の
運
営
開
始
や
、
離
職
防
止
対
策
と
し
て

長
期
勤
務
者
報
奨
金
制
度
を
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

診
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
常
勤
医
1
名
の

退
職
に
伴
い
常
勤
医
が
15
名
と
な
り
ま
し
た

が
、
島
根
大
学
等
か
ら
の
派
遣
に
よ
り
常
勤

医
不
在
の
皮
膚
科
、
泌
尿
器
科
、
耳
鼻
咽
喉

科
の
診
療
体
制
が
確
保
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
町
立
診
療
所
と
の
医
師
相
互
派
遣
等
の

病
診
連
携
や
県
立
中
央
病
院
、
島
根
大
学
等

か
ら
の
専
門
外
来
医
師
の
派
遣
や
患
者
の
紹

介
、
逆
紹
介
等
の
病
病
連
携
も
効
果
的
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

医
師
を
は
じ
め
と
し
た
医
療
従
事
者
に
つ

い
て
は
、
確
保
困
難
な
状
況
が
続
い
て
お

り
、
従
事
者
不
足
の
解
消
に
は
至
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
医
療
従
事
者
不
足
の
問
題
は
、
今

後
も
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、「
安
全

安
心
の
医
療
提
供
体
制
確
保
」
の
確
立
に
向

け
て
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

経
営
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
度
と
の

比
較
で
、
年
間
延
べ
患
者
数
は
、
入
院
3
万

1
9
2
7
人
（
2
3
4
9
人
減
）
、
外
来
11
万

3
8
7
7
人
（
1
8
0
1
人
減
）
で
、
事
業
収

益
は
30
億
2
8
7
8
万
円
で
1
億
2
6
8
5

万
円
の
減
、
事
業
費
用
は
32
億
9
1
0
0
万

円
で
1
億
2
6
4
5
万
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
当
年
度
事
業
損
失
は
2
億

6
2
2
3
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

隠
岐
島
前
病
院
は
、
常
勤
医
師
6
名
と
非

常
勤
医
師
に
よ
る
8
診
療
科
を
継
続
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
医
師
・
看
護
師
等
の
医
療

従
事
者
の
確
保
に
つ
な
げ
る
た
め
、
医
師
・

研
修
医
、
医
学
生
、
看
護
学
生
な
ど
積
極
的

に
受
け
入
れ
、
1
3
3
人
（
延
べ
1
3
3
3

日
）
の
研
修
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
で
は
、
補
助
金
等
の
活
用
に
よ

り
、
県
内
で
唯
一
当
院
が
行
っ
て
い
る
超
音
波

診
断
装
置
を
駆
使
し
た
診
療
を
発
信
す
る
た

め
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
離
島
発
！！
総
合
診

療
セ
ミ
ナ
ー
T
H
E
整
形
内
科
」
を
開
催

し
、
県
内
外
か
ら
約
30
名
の
医
師
が
参
加
し

ま
し
た
。
ま
た
、
認
知
症
対
策
に
効
果
的
と

さ
れ
る
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
の
実
践
や
、
小

児
救
急
、
福
祉
関
係
者
等
も
巻
き
込
ん
だ

「
看
取
り
期
の
口
腔
ケ
ア
等
」
に
関
す
る
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
域
医
療
の
質
を
確
保
す
る
た
め
、
内

科
系
医
師
が
外
科
も
含
め
た
総
合
診
療
体

制
を
と
っ
て
お
り
ま
す
が
、
常
勤
医
師
の

負
担
が
大
き
い
た
め
、
軽
減
対
策
と
し

て
、
医
師
事
務
作
業
補
助
者
の
確
保
、
育

成
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
も
安

定
し
た
医
療
提
供
体
制
の
確
立
に
向
け
て

全
国
に
向
け
た
情
報
発
信
や
、
Ｉ
タ
ー
ン

者
の
定
住
定
着
率
の
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

経
営
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
度
と
の

比
較
で
、
年
間
延
べ
患
者
数
は
、
入
院
1
万

3
7
8
8
人
（
4
1
1
人
減
）
、
外
来
3
万
15

人
（
3
3
9
人
増
）
と
な
り
、
事
業
収
益
は
8

億
1
5
2
2
万
円
で
4
0
5
6
万
円
の
増
、

事
業
費
用
は
8
億
5
1
5
7
万
円
で
4
1

6
4
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
当
年
度
事
業
損
失
は
3
6
3
6
万
円
に

な
り
ま
し
た
。

　

国
の
医
療
制
度
改
革
の
も
と
、
平
成
28

年
度
に
島
根
県
地
域
医
療
構
想
が
公
表
さ

れ
、
隠
岐
広
域
連
合
立
病
院
に
お
い
て
も

当
構
想
を
踏
ま
え
た
「
新
公
立
病
院
改
革

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
隠
岐
圏
域

に
お
け
る
当
院
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
明

確
に
し
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

病 

院 

事 

業

隠岐広域連合一般会計、介護保険事業特別会計、隠岐島前病院事業特別会計、
隠岐病院事業特別会計、消防事業特別会計の各決算の概要をお知らせします。

平成28年度 隠岐広域連合決算の概要隠岐広域連合決算の概要隠岐広域連合決算の概要
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隠岐広域連合決算の概要2

材料費
6億4,082万円
14%

その他医業費用
9億8,857万円
22%

医業外費用
9,642万円
2%

企業債償還金
1億8,474万円
4%

建設改良費
1億1,128万円
3%

その他
2億4,216万円
6%

給与費
21億9,435万円
49%

分担金及び
負担金
16億9,884万円
37%

その他
1億101万円
2%

介護保険料
6億379万円
13%

国県支出金
13億3,527万円
29%

議会費
255万円
0.1%

海士町
2億1,515万円
8％ 

西ノ島町
4億7,558万円
17％ 

島根県
1億7,892万円
7％ 

知夫村
7,209万円
3％ 

隠岐の島町
17億8,484万円
65%

民生費
32億7,484万円
73%

総務費
5億9,994万円
13%

消防費
6億1,894万円
14%

公債費
1,363万円
0.1%

衛生費
180万円
0.1%

万円

民生費の主な歳出
介護保険給付費
30億4,940万円

支払基金交付金
8億6,550万円
19%

歳入
（病院事業除く）
46億441万円

構成団体負担金
27億2,658万円

歳出
（病院事業除く）
45億1,170万円

歳出
（病院事業）

44億5,834万円

◆
病
院
事
業

材
料
費
・
・
・
①
医
薬
品 

②
診
療
に
係
る
消
耗
品
（
レ

ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
、
包
帯
等
）
③
給
食
用
材
料
費

（
患
者
給
食
の
た
め
の
食
品
費
）
④
医
療
用
消
耗
備
品

（
注
射
針
・
体
温
計
・
血
圧
計
等
）
等
に
か
か
る
費
用

で
す
。　

企
業
債
償
還
金
・
・
・
国
又
は
民
間
金
融
機
関
か
ら
借

入
れ
（
借
金
）
し
た
お
金
の
返
済
の
た
め
の
費
用
で

す
。

建
設
改
良
費
・
・
・
医
療
機
器
の
購
入
等
に
か
か
る
費

用
で
す
。

◆
病
院
以
外
の
事
業

国
県
支
出
金
・
・
・
国
、
県
か
ら
介
護
給
付
費
等
の
財

源
と
し
て
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

支
払
基
金
交
付
金
・
・
・
介
護
保
険
事
業
に
お
け
る
社

会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

で
す
。

民
生
費
・
・
・
介
護
保
険
事
業
等
に
か
か
る
費
用
で

す
。

介
護
給
付
費
・
・
・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
対
し

て
支
払
わ
れ
る
費
用
で
す
。

消
防
費
・
・
・
消
防
事
業
全
般
に
か
か
る
費
用
で
す
。

総
務
費
・
・
・
一
般
会
計
（
議
会
費
・
超
高
速
船
事
業

等
）
に
か
か
る
費
用
で
す
。

公
債
費
・
・
・
仁
万
の
里
の
新
築
整
備
に
か
か
る
借
入

れ
（
借
金
）
の
返
済
の
た
め
の
費
用
で
す
。

決
算
の
概
要
に
関
す
る
用
語
解
説

　

一
般
会
計
は
、
6
億
2
4
8
1
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
１
億
4
9
1
2
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。
レ
イ
ン
ボ
ー
ジ
ェ
ッ

ト
に
つ
い
て
は
、
エ
ン
ジ
ン
部
品
の
交
換

や
船
体
自
動
制
御
装
置
の
更
新
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
に
つ

い
て
は
、
平
成
29
年
度
の
大
規
模
改
修
工

事
に
か
か
る
設
計
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
は
、
32
億
6

7
9
4
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
6
0

5
2
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

認
定
者
数
の
減
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
の
減
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
介
護
保
険
制
度
改
正
の
動

向
に
注
視
し
安
定
し
た
制
度
運
用
に
努
め

ま
す
。

　

消
防
事
業
特
別
会
計
は
、
6
億
1
8
9

5
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
1
3
1
5

万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
消

防
車
輌
更
新
費
の
減
が
主
な
要
因
で
す
。

　

消
防
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
平
成
28
年

4
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
や
、
10
月
に

発
生
し
た
鳥
取
県
中
部
地
震
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
災
害
の
大
規
模
化
・
複
雑
化

の
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
災
害
等
に
対

応
し
た
諸
活
動
や
救
急
業
務
の
高
度
化
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
島
民
の
安
全
安

心
を
確
保
す
べ
く
訓
練
や
研
修
を
通
じ
消

防
力
の
基
本
と
な
る
職
員
一
人
ひ
と
り
の

資
質
向
上
を
図
り
消
防
力
の
強
化
に
努
め

ま
す
。

　

構
成
団
体
負
担
金
は
、
27
億
2
6
5
8

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
2
億
5
9

1
4
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
会
計
ご

と
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
隠
岐
病
院
事
業

8
億
56
万
円
、
島
前
病
院
事
業
2
億

2
7
1
8
万
円
、
一
般
会
計
5
億
8
3

7
4
万
円
、
介
護
保
険
事
業
5
億
9
1
7

万
円
、
消
防
事
業
6
億
5
9
3
万
円
で
し

た
。
こ
の
負
担
金
は
、
隠
岐
広
域
連
合
の

構
成
団
体
で
あ
る
島
根
県
及
び
隠
岐
4
町

村
か
ら
の
負
担
金
で
重
要
な
財
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。
事
業
ご
と
に
、
人
口
、
対
象

者
数
、
利
用
率
、
交
付
税
算
入
額
等
を
基

に
負
担
割
合
を
定
め
、
構
成
団
体
の
負
担

金
額
が
算
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

構
成
団
体
負
担
金

病
院
事
業
以
外
の
事
業

隠岐広域連合決算の概要
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平成29年度人事行政の運営状況について 3

１　職員の任免及び職員数に関する状況
（1）職員の競争試験による採用状況（平成28年度） （2）職員の退任状況（平成28年度）（単位：人） （単位：人）

（注）平成28年度中の採用試験の状況（平成29年4月1日以降採用者も含みます。）

（注）1　職員数は正規職員（臨時職員除く）の人数です。
　　　2　[    ]内は、条例定数の合計です。

（注）医師は除きます。

（3）職員数の増減（各年４月１日現在）

（注）平成28年4月1日より導入しています。

区　分

一般行政職
消防職
医療技術職
看護職

男性
2
0
1
1

女性
3
0
1
3

計
5
0
2
4

男性
1
0
1
1

女性
0
0
1
3

計
1
0
2
4

受験者数 採用者数

3　職員の給与の状況

２　職員の人事評価の状況

（1）人件費等の状況（平成28年度）

（注）人件費には共済費、退職手当負担金、議員・委員に支給される
　　　報酬等を含み、臨時職員賃金は含みません。

区　分
歳出額 実質収支 人件費 人件費率

一般会計

介護保険特別会計

消防事業特別会計

病院事業特別会計

29.9

1.9

87.7

42.8

624,806,026

3,267,944,143

618,946,444

3,333,216,000

（2）職員給与費の状況（平成28年度）

（注）1　職員手当には退職手当を含みません。
　　　2　職員数は、議員・委員を含みません。

区　分
定年退職
自己都合
合　計

男性
2
2
4

女性
0
6
6

計
2
8
10

5,950,526

86,407,054

353,713

742,729,706

186,922,079

Ｂ／Ａ ％円 Ａ 円 円 Ｂ

62,122,358

542,637,138

1,425,978,138

（3）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成29年４月１日現在）
一般行政職

一般行政職の級別職員数の状況（平成29年４月１日現在）

（注）1 「平均給料月額」とは、平成29年4月1日現在における職員の基本給の平均です。
　　　2 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、
　　　　 地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。

区　分

隠岐広域連合

隠岐の島町

島根県

44.1 歳

43.9 歳

43.7 歳

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

324,100 円

339,100 円

329,445 円

412,100 円

393,500 円

397,264 円

（4）職員の初任給の状況（平成29年４月１日現在）

（単位：人）

区　分

広域連合長部局等

消　防

項　目

人事評価

人事評価

評価回数

1回

1回

評価時期

平成29年6月

平成29年6月

評定対象者数

136人

67人

隠岐広域連合 隠岐の島町 島根県 国

167,600 円

164,900 円

167,600 円

－　　 円

179,215 円

－　　 円

178,200 円

146,100 円 146,100 円 146,932 円 146,100 円

148,200 円 －　　 円 －　　 円 －　　 円

184,400 円 －　　 円 185,451 円 184,400 円

173,200 円 －　　 円 174,187 円 173,200 円

205,200 円 －　　 円 －　　 円 208,000 円

195,900 円 －　　 円 197,016 円 195,900 円

194,400 円 －　　 円 －　　 円 －　　 円

－　　 円

区　分

大学卒

高校卒

高校卒

大学卒

短大３卒

大学卒

短大３卒

大学卒

高校卒

一般行政職

消防職

技能労務職

　医療職（二）
※医療技術職

　医療職（三）
※看護職

（5）一般行政職の級別職員数等の状況

（注）1 隠岐広域連合の給与条例に基づく給料表の級別区分による職員数
　   です。
　 2 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

区　分

合　計

標準的な職務内容
1　級

2　級

3　級

4　級

5　級

6　級

7　級

4　人

3　人

5　人

1　人

15　人

17　人

0　人

8.9 ％

6.7 ％

11.1 ％

2.2 ％

33.3 ％

37.8 ％

0.0 ％

45　人 100.0 ％

事務局長、課長、室長、事務部長、
課長補佐、室長補佐、係長、主幹

事務局長、課長、室長、事務部長

課長補佐、室長補佐、係長、企画幹

係長、企画員

主任

副主任

主事
職員数 構成比

区分 職　員　数 対前年
増減数平成29年

18 20 △ 2
7 7 0
25 27 △ 2
68 70 △ 2
144 137 7
237

［ 241 ］
234

［ 241 ］
3

［ 0 ］

平成28年部門

合　計

公営企業 病　院
消　防
計

介護保険課
総務課普

通
会
計

一
般
行
政

退職9人、採用16人、県・町からの派遣除く

増　減　理　由

退職2人、内）派遣9人

退職2人

一般会計

介護保険特別会計

消防事業特別会計

病院事業特別会計

20

7

70

144

47,100,118

14,967,019

160,372,304

509,357,022

6,827,135

5,748,731

5,798,873

7,529,814

区　分

89,442,580

25,274,100

245,548,800

574,936,231

136,542,698

40,241,119

405,921,104

1,084,293,253

職員手当（期末・勤勉手当含む）給　料 計　Ｂ
職員数 給　与　費　（円）
A

一人当たり給与費
Ｂ／Ａ　円

隠岐広域連合の人事行政の運営等の状況隠岐広域連合の人事行政の運営等の状況
平成29年12月
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4　職員の分限及び懲戒処分の状況
（1）分限処分者数（平成28年度実績）

区　分 降任 免職 休職 降給 合計
処分者数 1人 0人 2人 0人 3人

5　職員の休業の状況

（6）職員の手当の状況

④ その他の手当（平成29年４月１日現在）

手　当　名

扶養手当

配偶者　10,000円　子　8,000円
配偶者以外の扶養親族　6,500円
配偶者の無い場合の一人　10,000円
特定期間（満16歳年度初めから満22歳
年度末）の子の加算　5,000円

交通機関利用者
　最高支給限度額　55,000円
交通用具（自動車等）利用者
　2km～25km以上　4,000～27,400円

交通用具の区分
及び距離の区分
が異なる

１時間当りの
給与額算出方法が
異なる
１時間当りの
給与額算出方法が
異なる

単価が異なる

率が異なる

支給対象及び支給
額が異なる

支給対象及び支給
額が異なる

医師、歯科医師等採用の困難な職種に
支給　月額　15,000円～200,000円

時間外勤務の勤務時間数×勤務1時間当り
の給与額×125/100～150/100

医師　30,000円
看護師　7,200円
隠岐郡外に派遣勤務時及び島前島後間の
異動時　給料の80/100上限

休日勤務の勤務時間数×勤務１時間当りの
給与額×135/100～160/100

夜間勤務（午後10時から翌午前5時まで）
の勤務時間数×勤務１時間当りの給与額
×25/100

課長級　定額　41,600円～49,900円
医師　給料月額の20％～25％　

借家・借間居住者　
①家賃23,000円以下の場合
　家賃ー12,000円
②家賃23,000円を超える場合
　11,000円＋(家賃ー23,000円)×1/2

住居手当

通勤手当

初任給調整手当

管理職手当

時間外勤務手当

休日勤務手当

夜間勤務手当

宿日直手当

特地勤務手当

同じ

同じ

異なる

異なる

異なる

同じ

異なる

異なる

異なる

異なる

21,717  千円

13,311  千円

13,701  千円

37,150  千円

33,142  千円

50,842  千円

15,506  千円

13,813  千円

16,645  千円

13,437  千円

211,200  円

278,400  円

102,000  円

2,400,000  円

919,200  円

284,400  円

―　　  円

144,000  円

1,057,200  円

421,200  円

内容及び支給単価 国の制度
との異同

国の制度
と異なる内容

支給実績
（平成28年度実績）

支給職員1人当たり
平均支給年額

（平成28年度実績）

（2）懲戒処分者数（平成28年度実績）
区　分 戒告 減給 停職

※内容は抜粋して掲載しております。詳細はホームページをご覧ください。

免職 合計
処分者数 0人 0人 0人 0人 0人

休業の種類 取得者数 内）女性数 内）男性数
私傷病による休業
育児休業
部分休業

2人

0人

0人

0人

2人
8人 8人 0人

0人

① 期末手当・勤勉手当

（注）1（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。
　　　2 支給割合は、人事院勧告及び県人事委員会勧告を踏まえ見直ししています。

隠岐広域連合
１人当たり平均支給額（平成28年度）

1,521 千円
（平成28年度支給割合）

期末手当
2.60　月分
（　－　）月分

勤勉手当
1.70　月分
（　－　）月分

（平成28年度支給割合）
期末手当
2.40　月分
（　1.25　）月分

勤勉手当
1.55　月分
（　0.85　）月分

（平成28年度支給割合）
期末手当
2.60　月分
（　1.45　）月分

勤勉手当
1.70　月分
（　0.8　）月分

１人当たり平均支給額（平成28年度）
1,535 千円

島根県 国

―

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
　　役職加算　5～10％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
　　役職加算  　　5～20％
　　管理職加算　15～25％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
　　役職加算  　　5～20％
　　管理職加算　10～25％

② 退職手当（平成29年４月１日現在）
隠岐広域連合 国

（支給率）
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

 自己都合
20.445 月分
29.145 月分
41.325 月分
49.59 月分

 勧奨・定年
 25.55625  月分
 34.5825 月分
 49.59 月分
 49.59 月分

その他の加算措置
　高齢等退職希望者募集要綱の加算措置(50歳～59歳)（2～20％加算）
1人当たり平均支給額（平成28年度実績）　　13,200　千円

（支給率）
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

 自己都合
20.445 月分
29.145 月分
41.325 月分
49.59 月分

 勧奨・定年
 25.55625  月分
 34.5825 月分
 49.59 月分
 49.59 月分

その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（2～45％加算）

③ 特殊勤務手当（平成29年４月１日現在）
（1）支給実績（平成28年度実績） 119,356 千円

（2）支給職員１人当たり平均支給年額（平成28年度実績） 557,739 円

（3）職員全体に占める手当支給職員の割合（平成28年度実績） 88.8 ％

（4）手当の種類は、レントゲン作業従事手当、診療手当、特別診療手
当、分娩手当、研究手当、離島医師医療従事手当、離島薬剤師医療
従事手当、防疫作業等従事手当、夜間看護手当、結核患者看護手
当、救急業務手当、火災出動手当、救急出動手当、災害出動手当、
夜間特殊業務手当です。

（注）1　支給職員一人当たり平均支給額は、給与実態調査の数値です。
　　　

隠岐広域連合の人事行政の運営等の状況
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一
般
質
問　

村
上
三
三
郎
議
員

 

問
　

介
護
保
険
制
度
の
運
用
に
つ
い
て

①
広
域
連
合
で
は
被
保
険
者
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
て
い
る
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

事
業
実
施
に
反
映
さ
れ
た
事
項
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

②
3
年
後
、
要
支
援
1
・
2
に
続
き
要

介
護
1
・
2
を
介
護
保
険
給
付
か
ら

外
す
と
の
国
の
方
針
に
対
し
て
介
護

保
険
事
業
の
充
実
を
国
・
県
に
要
請

す
る
用
意
は
あ
る
か
。
ま
た
保
険
料

の
未
納
、
不
納
欠
損
の
状
況
は
。

 

答　

広
域
連
合
長

①
介
護
予
防
事
業
の
充
実
、
通
院
の
た

め
の
交
通
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
各
地
域

の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
増
加
、
民
間

福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
所
の
継
続
の
た

め
の
支
援
等
が
あ
る
。

②
国
で
は
そ
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ

た
情
報
は
あ
る
が
、
課
題
も
多
く
昨

秋
に
見
送
ら
れ
た
。
保
険
料
の
未

納
、
不
納
欠
損
の
状
況
は
平
成
29
年

3
月
末
時
点
で
未
納
額
が
約
8
3
0

万
円
（
1
3
4
7
件
）
、
不
納
欠
損

額
が
約
2
5
0
万
円
（
4
4
9
件
）

と
な
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、
保
険

料
の
収
納
に
努
め
る
。

平成成299年年第第2回回回隠岐広域連連合合議会会　定定例例会平成29年第2回隠岐広域連合議会　定例会
　5月25日に隠岐広域連合議場において開催され、次の議案を上程し原案のとおり全会一致で可
決されました。また、西ノ島町議会、隠岐の島町議会議員の任期満了に伴い、それぞれの町村
において選挙が実施され、新たに8名の議員が選出されました。これに伴い隠岐広域連合議会に
おいても正副議長選挙、常任委員会委員の選任等を行いました。
　隠岐広域連合議員（14名）

　正副議長の選挙
　議長に井尻義教氏（知夫村）、副議長に米澤壽重氏（隠岐の島町）が当選されました。
　選任同意
　隠岐広域連合監査委員（議会選出者）の選任同意について
　西尾幸太郎氏（隠岐の島町）が監査委員に選任されました。
　条例の一部改正
　職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
　育児休業法の改正に伴い、新たに休業の条件を追加するもの。
　平成29年度5月補正予算

　〇主な内容は、各会計とも人事異動及び共済費負担率の変更に伴う増額。

平成成299年年第第3回回回隠岐広域連連合合議会会　定定例例会平成29年第3回隠岐広域連合議会　定例会
　9月4日から5日に隠岐広域連合議場において開催され、次の議案を上程し原案のとおり全会一
致で承認、可決されました。
　決算認定（平成28年度）及び公営企業に係る資金不足比率の報告
　〇主な内容は、1P［平成28年度隠岐広域連合決算の概要］に記載。
　平成29年度9月補正予算

島根県 吉田　雅紀、中島　謙二
海士町 柏原　広行、高松　照佳
西ノ島町 松新　俊典、中濵　堯介

知夫村 並河　孝成、井尻　義教
隠岐の島町 西尾　幸太郎、村上　三三郎、池田　賢治

安部　大助、平田　文夫、米澤　壽重

一般会計
介護保険事業特別会計
隠岐島前病院事業特別会計
隠岐病院事業特別会計
消防事業特別会計

7億966万円
補正前予算額 補正額 補正後予算額

△ 360万円 7億606万円
34億3,794万円 △ 10万円 34億3,784万円
10億3,462万円 2,600万円 10億6,062万円
34億2,303万円 7,093万円 34億9,396万円
6億4,629万円 315万円 6億4,944万円

一般会計
介護保険事業特別会計
隠岐島前病院事業特別会計
隠岐病院事業特別会計
消防事業特別会計

7億606万円
補正前予算額 補正額 補正後予算額

△ 161万円 7億445万円
34億3,784万円 8,540万円 35億2,324万円
10億6,062万円 0万円 10億6,062万円
34億9,396万円 400万円 34億9,796万円
6億4,944万円 658万円 6億5,602万円

議 会 報 告



●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

議会報告6

 

一
般
質
問　

村
上
三
三
郎
議
員

 

問
　

介
護
保
険
料
滞
納
整
理
に
つ
い
て

①
平
成
28
年
度
の
介
護
保
険
料
の
収
納
率
は
9
9.
4
7
％
と
な
っ

て
お
り
、
所
得
段
階
区
分
を
11
段
階
に
設
定
し
た
応
能
負
担
の

原
則
を
採
用
し
て
い
る
が
、
保
険
料
未
納
者
の
人
数
・
金
額
は
。

②
介
護
保
険
料
を
1
年
以
上
滞
納
し
た
場
合
一
旦
サ
ー
ビ
ス
利

用
料
が
全
額
自
己
負
担
と
な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
を
諦
め
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
実
情
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

 

答　

広
域
連
合
長

①
合
計
で
1
0
2
名
、
3
8
5
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

②
被
保
険
者
の
生
活
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
家
族
に
納

付
し
て
頂
い
た
り
、
地
域
支
援
事
業
の
訪
問
介
護
・
通
所
介

護
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
頂
い
て
い
る
。
経
済
的
な
理

由
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
諦
め
た
方
は
い
な
い
と
把
握

し
て
い
る
。

 

問
　

放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
場
の
押
し
付
け
に
反
対
の
意

示
の
表
明
を

　

原
発
の
使
用
済
み
燃
料
か
ら
出
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
政
府
は
7
月
末
「
科
学
的
特
性
マ
ッ

プ
」
を
公
表
し
た
。
島
民
の
安
全
確
保
の
た
め
に
政
府
に
対
し

て
処
分
場
の
押
し
つ
け
に
反
対
の
意
志
を
表
明
さ
れ
る
こ
と
を

求
め
る
。

 

答　

広
域
連
合
長

　

「
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
」
に
よ
る
と
隠
岐
の
島
町
は
好
ま
し

く
な
い
要
件
、
島
前
3
町
村
は
好
ま
し
い
要
件
に
該
当
し
て
い

る
が
、
法
律
に
基
づ
く
3
段
階
の
調
査
の
必
要
が
あ
り
一
方
的

に
調
査
を
す
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
各
町

村
が
判
断
し
て
い
く
問
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

平成299年年第第1回回隠岐広広域連連合合議会会　臨臨時時会平成29年第1回隠岐広域連合議会　臨時会
　11月15日に隠岐広域連合議場において開催され、次の議案を上程し原案のとおり全会一致で
承認、可決されました。
　指定管理者の指定
　公の施設の指定管理者の指定について（レインボープラザ）
　レインボープラザの指定管理者に「株式会社 隠岐商事」が指定されました。
　指定管理期間：平成30年4月1日～平成35年3月31日（5年間）

平成299年年第第2回回隠岐広広域連連合合議会会　臨臨時時会平成29年第2回隠岐広域連合議会　臨時会
　12月19日に隠岐広域連合議場において開催され、次の議案を上程し原案のとおり全会一致で
承認、可決されました。
　条例の一部改正
　特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例
　常勤副広域連合長の配置に伴い、関係条文を改正するもの。
　職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
　平成29年度人事院勧告に基づき、関係条文を改正するもの。
　平成29年度12月補正予算

　〇主な内容は、各会計とも人事院勧告に伴う人件費の増額。
　・一般会計はレインボープラザの休館期間1ヵ月延長に伴う休業補償費の増額及び屋上空調配管設

備工事の追加による増額。

〇主な内容
・一般会計は、平成28年度決算確定に伴い歳入においては分担金及び負担金を減額し繰越金を
増額、歳出においては、職員1名の休職により減額するもの。総額161万円の減額補正。
・介護保険事業特別会計は、平成28年度繰越金確定に伴う基金の積立金828万円の増額及び保険
給付費確定による国・県及び町村への過年度分返還金として7,712万円を増額するもの。総額
8,540万円の増額補正。
・隠岐病院事業特別会計は、資本的支出において医師研修資金2名分400万円を増額補正。
・消防事業特別会計は、平成28年度決算確定に伴い歳入においては繰越金の増額、歳出におい
ては、海士・知夫出張所の消防ホース乾燥塔の建て替え工事費及び賃借料の増額。総額658万
円の増額補正。

一般会計
介護保険事業特別会計
隠岐島前病院事業特別会計
隠岐病院事業特別会計
消防事業特別会計

7億445万円
補正前予算額 補正額 補正後予算額

477万円 7億922万円
35億2,324万円 29万円 35億2,353万円
10億6,062万円 0万円 10億6,062万円
34億9,796万円 876万円 35億672万円
6億5,602万円 488万円 6億6,090万円
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                 はまだ　   ゆう ま

濱田　雄馬
隠岐病院　４階病棟
出身地　隠岐の島町都万

5月より静岡県浜松市より戻って来ました。まだ
まだ不慣れな点が多いですが、隠岐の島の医療を
支え、患者様やご家族の皆様に対して質の高い看
護を提供できるよう頑張っていきたいと思いま
す。

              はまだ　     な  な  こ

濱田　 奈々子
隠岐病院　３階西病棟

出身地　静岡県
こんにちは。5月より隠岐病院で看護師として働
いています。地域の皆様に寄り添った看護をして
いきます。よろしくお願い致します。

　　　　　 くにむら     だい き

国村　大樹
隠岐病院　整形外科
出身地　鹿児島県

父が沖永良部島という離島出身なので、隠岐ではの
んびりとした生活になるだろうと考えていましたが、
実際は毎日の外来と手術に追われ大変な2ヵ月間で
した。まだまだ仕事や日常生活において不慣れなこ
とが多いですが、暖かくなったら隠岐での生活を楽
しみたいと思いますので、よろしくお願いします。

新規採用職員紹介（平成29年5月1日及び10月1日採用）新規採用職員紹介（平成29年5月1日及び10月1日採用）
5月1日採用 5月1日採用 10月1日採用

　隠岐広域連合消防本部では、10月20日から21日の2日間、安
来市中海ふれあい公園で開催された「中国・四国ブロック緊急
消防援助隊合同訓練」に8名の隊員が参加しました。この訓練
は平成7年に発生した阪神淡路大震災を機に、平成8年度より全
国6ブロックで毎年実施されています。今回は島根県で豪雨及
び大規模地震が発生したことを想定し、より実践的な連携体制
の確認と強化を狙い、事前詳細伝達の無い訓練を行いました。
中国・四国ブロックから消防車両150台、ヘリコプター14機、参
加隊員900名が集結し、災害即応訓練、後方支援活動訓練、部
隊運用訓練を県内3拠点で実施し、有意義な訓練となりました。

中国・四国ブロック緊急消防援助隊合同訓練中国・四国ブロック緊急消防援助隊合同訓練

　隠岐広域連合消防本部では、全国一斉に秋の火災予防運
動（11月9日から15日まで）が実施されるにあたり、11月9
日に防火パレードを開催しました。町立保育園幼年消防ク
ラブによる元気あふれるアトラクションをスタートに、近
隣保育園を巡り啓発活動を行いました。当日は、一日消防
署長に島後小中学校校長会の平木伸幸会長を迎え、隠岐島
消防署の通常業務、通常点検、レインボーアリーナの防火
査察や大型店舗街頭での火災予防に関する啓発運動などを
行いました。今後も地域の皆様の安全安心な暮らしの実現
のため、防火意識の高揚を図っていきます。冬季になり空
気が乾燥しています。火災の起こりやすい季節となりまし
たので、火の取扱いには十分注意しましょう。

秋の火災予防運動秋の火災予防運動

　隠岐病院では、10月29日に第5回まめなかのまつりを開催
しました。当日は、あいにくの天気でしたが、500人を超え
る多くの皆様に来場していただき、沢山の企画を楽しんで
いただきました。ステージイベントでは、子供達に大人気
のDr．レンジャー寸劇で大いに盛り上がりました。展示イ
ベントでは、新たに工夫を凝らした新企画「健康・医療・
人体のテーマパーク」を開催し、クイズを交えながら子供
から大人まで幅広く楽しんでいただけました。医療体験イ
ベントでは、医療に携わる専門職の体験コーナーを軸に、
妊婦さんや子育てに悩む人のための「加藤夫妻の子育てサ
ロン」など新たな企画も実施し賑わいました。屋外出店も
天気に負けず隠岐高校商業科学生の元気な声の中、沢山の
人で賑わいました。

隠岐病院まめなかのまつり隠岐病院まめなかのまつり


